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イスラム以前のアラブ関係歴史年表

高 階 美 行

ATentative　Chronological　Table　of　Arabs　Before　lslam

bγYosh圭yuki　TAKAS｝玉王NA

　　　　In　the　fol圭ow圭ng呈s　given　a　tentat三ve　chronological　table　of　facts　and　events

related　to出e　Arabs　befbre　Islam．　This　is，　as　it　were，　a　by－product　of　my　study

in　the　Pre．class三cal　North　Arabic－especially‘0王d　Arabic，　in　C．　Rabin，s　term

（see　his　article‘・4rabzirツa，　in　E12）－in　which　I　have　been　engaged　fbr　the　past

few　years．　No　doubt£he　l〈nowledge　of　historical　eve筑ts　Arabs　were　involved　in

is　often　vital　not　only　to銭x　the　date　of量nscriptions，　Dedanite　or　Safaitic，　but

also　to　understand　properly　the　content　of　them．　　董3uもregrettably　students　of

alanguage　so】Metimes」lail　to　have　such　a　knowledge　enough　to　cope　w量th£he

i凱r三cacies　of　Ancient　Near　East　in　every　detail，　and　the　present　writer　is　one，

too。　To　m批ke　matters　worse　stii1，　the　h圭story　of　Arabs　befbre　lslam　is　seldom

treate（1　as　an　lntegra｝　entity　of　a　sequence　of　facts　and　events　except　in　on玉y　a　few

books　1圭ke　that　of　Hitt量，s．

　　　　Such　being　the　case，　the　prese批writer　has　begun　to　pick　up　and　put　down

fac乞s　and　eve蹴s　concerning　the　early　history　of　Arabs　from　amo難g　the　various

works　read　i曲is　stuδy　of　Old　Arabic　with　private　use　of　them　in　mind．　When

quite　a　lot　have　been　assemb玉ed，　however，　it　now　seems　advisab王e　to　give　the組

an　explicit　fbr瓢at　and圭et　them　serve　others　as　weH　if　such　a　mere　collection　of

facts　were　to　contain　something　of　value．　He亘ce　the　chronolo9三ca玉table　you　see

below．　Consider三ng　the　process　of　its　preparation　and　the　fact　that　the　present

writer　is　no　stude凱of　history，　the　resu王t　must　be　nothing　short　of　a　memorandum

lacking　in　methodology　and　firsthand　handling　of　mater三als圭D　history，　which圭s

far　beyond　him．　So　admittedly　the£ab墨e　must　have　lef鉦much　to　be　corrected．

　　　　In　出e　chronological　table　below，　sγ02cJxro？iistic　lab／8∫attached　to　読6

Cambvidge∠4ncient　HistovLソha．ve　been　kept　in　mind，　and　the　facts　and　events

are　a｝玉otted　to　the　columns　div呈ded　according　to　the　reg圭on，　tribe　and　k三ngdom．

Roughly　the　arrangement　of　columns　from　left　to　right　corresponds　to　the

geographica1　（iistribution　丘om　west　to　east。　Kingdoms　of　Lakhm圭ds，

Gh＆ssanids　and　Kindah　have　been　placed　to　the　left　of‘North　Arabs，　because
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of　the　central　region　of　their　activities，出ough　South　Arabian　in　origi且．　Fixing

the　dates　has　been　most　d漁c鷺1t　and　it　is　by　no　mea簸s　rare出at　scholars　d漉r

in　fixing£he　date　of　a　seemingly　well－known　event．　In　such　cases，　dif艶rent

dates　are　put　side　by　side．　South　Arabia　was，1noreover，　virtu認y　a　closed　wor王d

having　little　even£s　i且colnmon　with　the　outerαassical　world，　and　accordingly

the　dates　concerning　South　Arabla　are　based　more　Qr　less　on　the　precarious

grounds　lta！dly　free　from　assumptions　but　this　cannot　be　helped　at　this　moment．

Other　things　relat圭ng　to　the　arrangement　and　abbreviations　employed　may　be

mostly　se王f－exP王anatory　at　leεしst　for　those　interested　in　£he　table　and　should

present　no　dif丑culty　in　using圭t．　Otherwise　ple乱se　refer　to　the　bib1圭ographica王

lis七．　At　the　end宅wo　maps　are　appended　to　sho、v　the　place　na凱es　occurring圭n

the　chronolog圭cal　table．　Ic◎uld　not　but　leave　out　some　that　can　not　be　identified

or　those　which　fall　out　of　these】1　aps．

　　　Desp呈te　various　shortcomi且gs　and　errors　unavoidable　owing　to　the　1ユatuxe

of　the　work　aぬd　the圭ncapac量ty　of　the　present　writer，　i七is　not　so　much　for　the

bene丘t　of　reference　in　later　stud三es　as　out　of　a　conviction　that　Arabs　oug｝1七to　have

aPre－lslamic　history　where　Arabs　themse圭ves　are　in　the　spotlight，　that　I　present

th｛s　work　here．

1．はじめに

　近年とみに興隆してきたアラブ・アラビア語研究の中でも，イスラム以前を扱うもの又はそれ

に言及するものは，イスラム以後を対象とするもの1（bbべ数もだいぶ少ないのが翼状である．過

去数年，前古典北アラビア語Pre－classical　North　Arabici）に興味を懐き勉強するうちに，たと

えイスラム前のアラビア語を調べるにしても各時代のアラブ人の歴史によく通じていることが不

可欠であると痛感された．研究対象とする碑文が言及する肖容を理解したり，碑文そのものの年

代や使用された書語の年代を決定することも，それなしには断然不可能なのである．後代に比べ

て資料のそう多くない時代の言語状況を考慮すれば，時代背景への理解が碑文解釈にしばしば決

定権を持つのも首肯される．

　しかし事はさほど容易ではない．イスラム後のアラブ史は，概して資料の豊富さも手伝って預

言者ムハンマドの時代より現代まで通覧するのもそれほど困難でなく，様々の通史はそういうも

のを提供してくれる、ところがイスラム前に関しては，どうであろうか．通史の蟹頭で手短に触

れられるものに満足できず詳細を知りたい時，人は狼狽するのみである．古代オリエントではア

ッシリア史や古代ユダヤ史の中に，また質典時代にはu一マ史やビザンツ史に，更にはペルシャ

史にまで散らばっているからである．イスラム前においてアラブは決してオリエント史の中核と

1）S．賊oscat圭（ed．）；・4？x　intToduction　to　the　Comψarative（ヌプα〃1〃earげ踵8　Se〃nitic　Laizguages，　Wiesbaden，

　1964，p．14の罵語．
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となるほどの存在ではなかったために，アッシリア，ローマ，ペルシャ各国史の中で周辺的事実

としてアラブ人との関わりが扱われているにすぎないのである．確かに一時期栄える隊商国家を

扱う研究書もあるとは言え，残念なことにアラブ史の長い歴史的視点を欠くことが多い．これら

すべてに通暁することは，しかし，一介の言語研究餐にとって甚だ重すぎる荷と言えよう．

　イスラム以降に関する」．L．Bacharach；AxiVear・Easl　3伽4z擁Haozdbook，570－1974・，　Seattle／

London，（1974）rev。　ed．1977のように王朝表，系図，年表，歴史地図，暦年対応表等を含むもの

は望むべくもないにしても，アラブを中心とする吉代年表は存在してよい筈である．そこで古代

アラビア語Old　Arabic2＞の勉強のかたわら，　The　Cambridge　Ancient　History，　voL　IIIの巻末

に付されたSynchronistic　Tableを念頭1ご置きメモを取り始めて，ようやく資料がある程度まで

集まったので図表にまとめたのが以下の仕事である。

　年表作製の経過よりわかるとおり，この仕事は歴史学の基本に無知な素人が興味本位にあれこ

れの研究より捨い集めた事実の集積に過ぎず，あくまでメモ，備忘録である．力量不足による解

釈の誤認や不注意からくる誤りも多かろうし，更にはH．　von　Wissmannのヒムヤル史のように

参照すべき文献が都合で見られなかったりしたことなど欠点は多い．それ故事実の誤りや改善す

べき点はどうか御指摘願いたい．

　にもかかわらず，こうした形でまとめるのは，今後参照する際の便宜のためもさることなが

ら，アラブはイスラム叡こおいても露らを中心とする歴史を持つべきであるし，それはイスラム

後のアラブ史と連続したものである筈だという信念による．その一助になればとの思い切なる哉．

叢。年表の見方と若Fの説明

a）この表ではアラブを地域，民族，王国により分割して詑入欄を区別し，相互の関係が明瞭に

なるように工夫した．左右の並びはほぼ西から東にかけての地理的区分に封応するが，表のま

　とまりの関係上厳密にはそうでない箇所もある．

　「古代オリエント」一アラブとの関係で重要な項目のみ記入したが，苫語的興味から文字史

　　に関する事項も入れた．400B．C．以降については余白のせいで，パルミュラの欄内に記入せ

　　ざるを得なかった．

　「北アラブ」一一言語的民族的呼称であるが，A，D2－3世紀の頃には北アラブと血縁関係のあ

　　るローマ墨帝に関連する事項も含めた．

　「南アラブ」一一雷語的民族的呼称であるが，600　B．C。以降は各王国毎に区分した。その場合

　　南アラブ全体に関連する事項はサバ王圏の欄に記入した．

　Fナバタイ」一出身は北アラブの遊牧艮であるが隊商都帯国家を築き，そのナバタイ語（ア

　　ラム語の方需）が大きな影響を持ったので独立欄を設ける．尚，彼らは当時の国際語である

　　アラム語を用いたが民族的にアラブ人であったことは，碑文中の固有名詞の砺究に基き1863

2）C．Rabln；“‘Arabiyya，’　in　Ef2，　vo1．1，　PP．561b－4bの用語．
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　年にTh．　N61deke3＞が指摘して以来確立された事実である徽）．

　「パルミュラ」一元来アラム人の跨であったが，前一千年紀後半以降は周辺の北アラブ遊牧

　民が流入した．44B．C．の最古の碑文を初めとするパルミュラ語（アラム語の方需）碑文に

　現われる國有名調の硲究によれば，住民の名前の半数以上がアラビァ語で理解されることが

　判明した4）．従って，北アラブより独立した独轡の欄を設ける．尚，　「タドモールjrタド

　　ムル」が民族語による名称でありその使用が望ましいが，慣行に従いギリシャ語名「パルミ

　　ュラ」を用いる．

　「ラフム1「ガッサーン」「キンダ」一一ラフム王国に関係したタヌーフ部族，アズド部族，

　　ラフム部族，それにガッサーン部族，キンダ部族は，すべて南アラブ起源である．しかし移

　住後のアラビア北部申部で王国を築きビザンツ帝国やササン朝と重要な関係を持つほどの存

　在だったので，独富の欄をそれぞれに設ける．又，北アラブの中心ヒジャーズ地方と同じか

　　それより北部に位置したため，北アラブ欄より左に置く．

b）以上の各欄の横幅は必ずしも，当該王閣等の勢力の強さや領土的規模を承すものではない．

特にA．D．1世紀中頃以前に形成されたサバとヒムヤルの「連合国家」は，全体としてサバが

　ヒムヤルに薄して主導権を持ちつつもサバ闘内に様々な王朝が存立して複雑な様梢を示してい

た．従って，3世紀末にヒムヤルが最終的に勝利を得るまで二踊問の境界線は実線でなく点線

　とした．

c）各項昌の年代記入は大きな困難だった．年代数字を伴わない項目は，年代を特定できないが

重要であると判断されるものであり，？印のついたものは，年代的位置が根拠を持って特定で

　きないが比定の幅が比較的狭いものを措す．「この頃」「同じ頃」は，これらの麟後左右の年

代に基きその位置が判断されるものである．又，年代数字に疑いがあるものは疑問符を付し

　（例，37？），年数計算の相違により年代数字が複数考えられるものは間に斜線を入れた（例，

266／267）．更に，可能な限り情報を盛り込むために世紀や千年紀単位で表わされることも入れ

　たが，それらには必要に応じて「前楽，後半，初，末」の表現を付した上で妥当と思われる箇

　駈に記入した．

　　ところで，古代史において年代決定は，年代の確実なn一マ，ギリシャ，ペルシャの歴史的

事件と関係させて行なわれるが，アラブ轡らはナバタイ，パルミュラ，南アラブを除き年代を

伴う碑文を残さなかったために，外部古典世界とつながる事件が無ければ，しばしば年代数宇

　は研究者の立場により差異を生ずることになる．特にアラビア辛島南部は半ば囲ざされた世界

　であったために，年代決定に推論が入り込まざるを得ない。ヒムヤル紀元の決定ですらそうで

　あるから，大半が互いに根対的な位置しか判明せず絶対年代がわからないのも轟然のことであ

3）F．Rosenthal　J　Oガ8　ara〃taistische　Fors‘ゑ2〃ぽsei！Z彦．ハ1∂娩ゐ8’∫碗ア醗2z！jichuntsae7彦，　Lelden，α939）repr．

　196護，P．89．

4）」。K．　Stark；2％γ∫o辮／諏2η8∫in　Pa／？？tyrene　I？iscriPtiens，　Oxford，1971，　p。　xx．
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　る．従って，本年表中の南アラブ欄のA．D，5世紀以萌の年代は注意深く扱われねばならない・

そうした中でも，文献リスト申に示した蔀氏の研究は大きな指針となった．

d）豊帝及び国王の名の直後に付した括弧内数字，又はその即位記事後に付した数字（例，ナバ

　タイ王Aretas　IIIの即位c．87の記事の末尾にある一62）は在位年の幅を示す．尤も死せずし

　て権力の交替は無かったから，正確には即位年と死亡年を示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又，ガッサーンにおける王の願位に関し注記せねばならない．363の「ハーリス2世」と495
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　の「ハーリス4世」がいるのに対して527／529に「ハーリス2世」が即位している．異なる砺究

者によるものであるが，力量不足でこの矛慮を明らかにしきれなかった．そのままにしておく．

　尚，この時代はガッサーン，ラフム，キンダ三国にまたがり陶名の王が多数存在したので，混

　同しないことが肝心である．

e）固有名詞の表記は，合後の参照の便と原音を知る必要から片仮名を用いなかった．但し原音

　の調べがつかなかったり何度も出てくる場合は，片仮名表記としている．また転写法は，本来

統一すべきであるが，多くの場合参照した文献の表記に従った．英語名とラテン／ギリシャ名

　とが混ざっている場合もあるが，原音主義を採りつつもしばしば慣用に従ったからである．将

　来不都合があれば，改める．

f）以上の説明で尽せないこともあるが，誤解と混乱が生じない範躍で処理をした．

g）若千の略号を用いたが，周知のものを除いては文献リスト中にその説明を入れた．尚，c320

　は320年頃を，2Cは2世紀を指す．　B．C．，　AJ）。はピリオドを省略しBC，　ADとした．

h）末尾には，本歴史年表中に出てくる地名の位置を示す地名図を付した．都合により「北アラ

　ブ」と「南アラブ」に分割してあるが，若干数の同定できない地名と伝承上の地名及び地図の

　範囲外になるものを除き，大半は地図上に明示できた．参照の便に役立てば幸いである．

HI．利用した文献リスト

　歴史の専門家でない者が作る年表である故，当初，表中の全項駅こその典拠・出典を註の形で

明示しようと試みたが，鷹大な量になることと簡にして瞭然たるべき年表の姿を損うことのため

に断念した．年表作製に利用した主たる研究文献は以下のものである．

（1）全体にかかわるもの

　　日比野丈爽（編）；ガ世界史年蓑』，昭和48年．

　　平賑俊春；『最薪世界史年表遍，昭和5工年．

　The　Encycl・paedia・f　lslam2，　Abraha，　a／－‘Arab（A，　Gr・hmann），　Z〃雁剛βム‘Arab（vii）Hist・ry，　Ghass”an，

　　　al－ZYira，魚雇σ，　etc・

Encyclopae（iia　Ju（玉aica，ノif・i「7nyar，ノVαbataeans，　Pθ’γα，　Ta《bnOr｝et‘・

　　Hitti，　P．　K．；Historyσ魏8オ70∂3，8th　ed．，London，1964、

　　Mellersh，　H．E．　L．；C　hrono／eg．iノげ踊6　Ancient　J・ffer／d，10，000　B．　C．　lo／1．Z）．799，　London，1976．
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（2）文字史

　　Driver，　G．　R．三＆〃zゴ魏M；ritingノーrom　Rcte．or・raPh　to．AIPhabet，　newly　rev．（3rd）ed．　by　S．A　Hopkins，　Lo夏don，

　　　　　1976［Dと略］。

　　Gelb，1．J．；ASIudγof　evriting，　rev．　ed．，　Chicago，1963【（｝と略｝。

　　Naveh，　J．；“Alphabet，　Hebrew’，　in茄拶‘砂08伽ノ勉ぬ加，　voL　2（674－689），1972．

　　　do．；1）ie　Entsteh2e？xg　des　AlpJtabets，　K61n，1979（orig．　title　Origi？is　of　the　AI）h“bet，∫erusalem，1975）．

　　上記二つのNavehの文献は基本的に同一内容のものでF．　M．　Crossの見解を基としている［CINと略］，

（3）古代北アラブ

　　　Tlie（7ambridge　Ancient　Histe℃　y，　vol．　II，　Cambridge，　repr．1976．

　　Dietrich，　A．；‘‘Geschichte　Arabiens　vor　dem　Islam”in　H　an　abuc　；t　der　Orientalistik，王．　Abt．，　II．　Bd．，4．

　　　　　Abs．，　Lief．2，　SS．291－336，　Leiden／K61n，1966．

　　Hommel，　F．；盈加o忽油観4命磐吻乃廊ぬ∫麟8μOrients（Handbuch　der　A玉tertulnsw三ssenschaft，3．　Abt．，

　　　　　1．Teil，1．　B（1．）M籍nchen，1926，　SS．578－589．

　　　Pritchard，　J．　B．；Ancie？zt　Near　Eastern　Textes，3rd　ed．，Princeton，1969．

　　Rosmarin，　T．　W．；“Aribi　und　Arabien　in　den　babylonisch－assyrlschen　Quellen”，ノburnal　ef　the　Seciety　of

Orξental　ReseeCi・‘ん，　v（∫1，　XV三，1932，　PP．　i－37．

　　Winnet，　F．　V，＆W．　L　Reed；Ancient　Reeerds　Srom　Nerth　Arabia（Near　and　Midd玉e　East　Series　6），

　　　　　Toronto，1970．

（4）南アラビア

　　蔀勇造；「書代南アラビア史のクロノロジーに関する一考察」，財リエン53第19巻第1号，1976，PP・

　　　　　33－54．

　　　…　……；「古代南アラビア碑文中の‘rb（’‘rb）」，『オリxント』第22巻第2号，1979，　PP．17－38．

　　　…　……；「幸福なアラビア（イスラム前）」，澤オリエント史講座3　渦巻く諸宗教』，昭和57年，PP・　237－

　　　　　262．

　　　Beeston，　A．　F．　L．；Al）escriPtive（　rammar　ef　Epig””pl，iC　South　Arabian，　London，1962．

　　　Doe，　B．；Seuthev？t　Arabia，　London，1971．

　　　Glaser，　E．；Skixxe　der　Geschichte　t（nd　Geeg・rapitie　Arabiens　v・21　den　altesten　Zeiten　bis　9溜PrOPhete？t

　　　　　Mtdta〃nmad，【Berlin，189G］repr．　Kildesheim，1976，

　　　Nielsen，　1）．（ed．）；Handbuch　dex　altarabiscJten　Altertumskunde，1．Bd．：Die　altarabische　Ku｝tur，　Kopen－

　　　　　　hagen，1927．

　　　Schoff，　W．　H弓翅θ乃吻1露5φゐ6βが伽8碑5廊，［New　York，19工2】repr，　New　Delhi，1974。

　　　主としてDoeに拠るが蔀氏の第1論文中の表1は大いに役立った．特に感謝する旨記す．

（5）ナバタイ

　　　小玉薪次郎；「隊商都市」，『オリエント史講座3』，pp．75－104．

　　　Cantineau，　J．；Le　Nabateen，［Paris，2930】repr．2vols．　in　1，0snabrUck，1978．

　　　Lindner，　M．（ed．）；Pet・ra　und　dasoKδnigreich　der　Nabat’a’　er　，　3．．ajuf．　，　MUnchen，1980，

　　　Rheinisches　Landmuseum　Bonn；Z）ie　Nabatder（Kunst　und　Altertum　am　Rhein，　Nr．106＞，　K61n1Bonn，

　　　　　1981．

（6）ノx“ノレミュラ

　　　片倉もと子；「シルクu一ドに咲いて散った花」，『篠山紀信シルクm一ド6，シリァ・ヨルダン・イラク』，

　　　　　昭和57年．

　　　小玉薪次郎；『パルミラ　　隊商都市』，世界史研究双書24，1980．

　　　前縞信次・加藤久晴；『女王の隊商都市」ユーラシアシルクロード3，昭和57年，特にpp・173－197．

　　　Browning，1．；Pa1〃nツra，　London，1979．
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　　Cantineau，　J．；Gram〃naire　o転t　Painそアr8nien　Eウigrmphig”e，　Cairo，1935．

（7）ラフム

　　Rothstein，　G．；1）ie　DYnastie　der五磁72zガ虚2z勿4ム42zナα，　Berlin，1899．

（8）　「無明時代」の北アラブ

　　後藤晃；『ムハンマドとアラブ』，オリエント選書6，昭和55年

　　嶋韻襲平；『預言奢マホメット』，昭和41年．

　　…………；『イスラム教史』，世界の宗教史叢書5，1978．

　　藤庵勝次（編）・伴康哉・池霞修（訳）；『コーラン』，世界の名著15，昭和45年

　　前嶋信次；『アラビァ史遇，昭秘6年．

　　Nicholson，　R．A．；ALiterary　History　of　the　Arabs，　Cambridge，　repr．1969。

（9）その他

　　H。鼠ベンサソン（編）・石田友雄（訳）；『ユダヤ鷺族史』第1巻（昭和51年），第2巻（昭和52年）．

　　森安達也；『キリスト教史猟』，世界の宗教史叢書3，1978．

　　Grohmann　A．；‘‘Papyruskunde”in。Handbuclt　der　Orientalistik」1．　Abt，　Erganzungsband　II，　L　Halbband，

　　　　Lei（len！1〈6玉n，1966．

［補　註3

　　　尚，ナバタイ王の統治年と顧位については異論があるが，今回参照したCantineau（op．　cit．，1930），

　　R．Dussaud（La　p彦7z6tration　des　arabes　en　Sγrie　avant　1’　lslam，　Paris，1955），　Lindner（op．　c圭t．，1980），

　　Rheinisches　Landmuseum　Bonn（op．　cit．，1981）の中では，小さい差異を別としてR．　Dussaudを除く三

　　者が比較的よく一致しているので，Lindnerのものを代表として採用した．

〔後　記コ

　　　原稿提出後，関連する多数の文献に接することができた：al－Ansary（1982），　Bartlett（1979），　Beeston

　　（1979），　Eph’a1（1982），　Montgomery（1934／1969），　Peters（1978），　Smith（1954），　ven　Wissmann（1964，1975），

　　ben・ZvS（1961）等々。校正の際多少とも訂正と追加を行ったが，未だ不十分である，従って以下の記述に

　　対する補充・修正を行う機会を，海外繊張後できるだけすみやかに得たいと思っている．
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IV・イスラム以前のアラブ関係歴史隼表

古代オリエント
Ancient　Near
East

Proto－Sinaitic　碑文

　　　（｝i600－1500

　　　1）1850－1600

　C！N15C

Proto蓬）alestinian

　　（｝i600－1100

＝・early　inscribed

　objects

　　D　18－17C

＝Old　PalestiniaR

　　C／N17－12C

Prot◎－Arabic

　CIN　13c

c．120G　Dξr　CAIIrd碑

文

（Proto・Sinaitic　or

Proto－Arabian，

Driverによる）

i200－1100　Bal直‘ah

碑文

（Sinaitic碑文と

South　Arabianの

中聞，Driverによ
る）

北アラブ　North　Arabs

107511idianites，ラクダを使胴して

Israelitesを攻撃，家蓄としての僕用は

これより後．

南　ア　ラ　ブ　SQuth　Arabians

c．　1700LuqmEn　b．‘Ad，　Maribのダムを建設（伝説）

15C前半エジプトのHatshepsut女王，艦隊を紅海沿岸よりLand　of　Puntに派遣．



古代オリエント
Ancient　Near
East

loo9

Byblos碑文

　Gユ000
wByblo－Phoenician

　D11110C
＝r＝Phoenician

　CIN　1100

倉oC
h
123

8eo

南ユダ王濁Jeh・ram
（851～843）の時‘the

Arabians　that　Nvere

near　the　］巳thiopi－

ans’ がJudahに攻
め入る．

南ユダ王国‘Uzz圭ah

（c．　785－733），アラ

北アラブNorth　Arabs

880Euphrates上流のBet　ZamEniの内
儲に介入しAssurnasirpa1（884－）の地方

君搬を例した“Aramaean　bedouins，，1，rk

Arabsの可能性（A。　Grohmann）

854Qarqar（耳am紬の北〉の戦いで，ア
ッシリァのShalmaneser　II工（858－824）

の遠征軍に対抗する肩盟軍にAribiの

Gindibu，がラクダ1000頭を率いて参
力鐸．

南　ア　ラ　ブ　South　Arabians

Saba，二千年紀後半か一千奪紀初頭にMarib平原に倥みつく．

又，Maribの薄に首都Sirw的を築き，この頃より交易ルート確保に努める．

South　Arabic碑文卑代，10Cより（CINによる）

50Solomonと田ram　oダTyre，　Ophirヘフェニキア人の乗る艦隊を派遣，

c．945Bilq1s（Queen　of　Sheba），　S　olomonと会見（伝説？）

8C初最古のSo繭Ar我bian碑文（W．　R　AIbright；Beestonによる）



古代オリエント
Ancient　Near
Esat

憲
森

ブ部族の　Me‘un－

itesを撃退．（II　Ch

26：7）。　Tiglath－

Pileser　I簸の碑文

では，彼らはエジプ

トとの国境に住む．

Minaeansとの関
連を憲張する人も

あるが，根拠は弱
い。

南ユダヨ三簸Heze．
kiah　（c．727－698），

Me‘unitesを撃退
（工Ch　4：41）

7ee－一一一一

北アラブNorth　Arabs

738　Tiglath－Pileser　I王1（744－727）に二Za－

bibi，　queen　of　A曲iが入貢一Qedar部

族でAdummatuを支配（A．　Grohmann）

734　同王1こより　Idiba，il，　Mu§ri（Midian

とIIIigEZの北）における嗣王の知事と

される（Grohmann）

732岡三EにSamsi，　queen　of　Aribiが忠

誠を誓う．同王よりregentをつけられ
る．

728（Hitti）同EEiC　Temai（Taymガ），

Mas，a（AEaSgE，，　Gen　25：13），9ayappa

（‘F．fEh，　Gen　25：4），　Badana等も入貢．

715Sargon　H（721－705）アラビア遠征で

Tamudと9ayappa，　Marsimani部族を

征服．Samsi入貢．

7G3　Kishの戦いでSennacherib（7e4－

681）に戴する反アッシリア運動を

Iati，e，　queen　of　Aribiが支援，彼女の兄

弟がAribi軍を指揮するも捕わる．

691－689同王の絵世に息子Esarhaddon
　　　　　　　　　　　　　　　　ソがAribiとAdummu（Dfimat　al・Gan－
da1）に遠征．

Te，elkhunu（queen）はKidri（＝＝　Qedar）

族のKhazailu（Elazdrel）の援助を得て

抵抗するが，共に破れてTe’elkhunuは

神々の像と共に馨われる．

南　ア　ラ　ブ　South　Arabians

728（Hitti）Tiglath・Pileser　IIIにSabaeans入貢．

715Sargon　HにSaba’のlt’amaraが入貢・

吟8C末にサバ薫国成立していた？

700－500最古のMinaean！Sabaean碑文の年代（1）rivcr＞

C最齎のSabaean　as文（boustrophedon）（一般の解釈一1）oe）

一7C　Marib　（lt　mの霧建，月紳，11umquhの，Aw噸m神殿建造．

85サバのKarlb，il7＄ennacheribに入貢．



古代オリエント
Ancient　Near
East

125

600

北アラブNorth　Arabs

c。676Esarhaddon（680－669）に対して

KhazailuがNineveh　K入震し，奪われ

た神々の返還を求める．Assyriaで育っ

たTabua（Tarbua）をqueenとして返
す．

676w誠sir埴nのBEzu（Bliz，　Je25：
23，Gen　22：21）とKhazu（鎚Kh溢zδ，

Gen　22：22）に遠征，

75Khaza撫他界し，その｛F　lata’

（＝Uaite’＝la’lu）を即位させる．

Uabu（・Wahb）が三ata，に反乱，

Assyriaの援箪により破られる．

650Ashurbanipal（668－633）に対して

AribiのUaite，1が反説し，　Abi－iate’

とAiammuにAkkadを攻略させるが
破れる．

又，姫方ではQedar族長Ammuladin
が反舌し．

？Uaite’1，　Natnu　of　Nebaiteのもとに

逃れるが，捕われる．

？この後，AribiをAbi－iate’とUaite’

Hが率いる．

641－638Aribi軍，　Assyriaに次々と破ら

れる．

南　ア　ラ　ブ　SOuth　Arabians

この頃Ma，rib（Mariaba－Artemidorus）に遷都（Hitti）

7CエジプトのNecho琵（610－595），　Africa東まわりの周航をさせる（フェニキア人乗組員）



慧
①

欝轟よi 北アラブNorth　Arabs 1 南　ア　ラ　ブ　South・Arabians

この頃Lydia王
Croesusと1司盟した

Arab王Aragdes／
Mara暮des

（Xenophon）

6C　Ezekiel（27：21）

‘Arabia　and　all　the

princes　of　Kedar，

ナ　バ　タ　イ
Petral

　　Nabataeans

北　ア　ラ　ブ
North　Arabs

6C前半翼abataeansl599　New　Babyl・ni
（・1－・A・瞬，Naba－1のN・bu・h・dnezza・

t・・i）トランス・ル睡シリア砂漠西の

ダンよりEdomにQedar族を攻黎
移り，　　Petra　を取　（Jer　49：28ff）

る．land　ef　Seirでl

CD　Ed。m圭tes　　l6C　T。y塒。nit，徽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　（Taym蕊，）←ldumeans）の先
住者はHorites
（漏Hurri＞．　Petra・w

Sela‘編al－Raqim－

、V蕊d1　IXGミis蕊．

i6C　Jaw舩n碑文

（Adumrnu＝mo　Difmat
　　　　　
　a1－Gandalw＝

　　　v
エドム人はその喚al－Gawf）

北上し，Hebron丘1

欝とMa「issal6器識1文

　　　　　　　　　　　　（DedEn＝＝Dayd瓦n
　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　as　al－‘U｝翫、

615C　Thamudic碑
文一一AD　314Cl

c．552　New

Babyloniaの
　NabOXiidus（555－
l

l539）hSc．552－542

1の閣Taymif，に都
を遣く．

1539　Cyrus王1，

　Nal）onidusを破る．
i

マ　　イ　　ン
　　Ma‘1n

首都Qarnffw！Carna

月神名Wad（1

サ
Saba，
バ ン　

n
サ
a
　
　
　

W
ウ
A

ア

首都

Ma’rib！Mariaba

月神名，llumquh

着都　　Mis“アar

弱神名Wadd

力　タ　バ　ン

　Qatabdn

首都Timna‘

．月神名‘Amm

6C最初のMukarrlb
（m・　priest－king？），

Sumhu‘alay　Watar

とHawfi‘amm
Yuhan‘im
（Albright）

ハドラマウト
Had撒魚awt

6－5C　Saba，ヨE瞬

Indiaに通商基地
（Agatharchides）

1

1

1

1

首都Shabwa
月神名S：n

1

n
v
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56e

Darius　I（521－485），

Scylax　of　Caryanda

を送り，インドから

紅海まで航海させ
る．

472Aeschylus（525

456）のPersae成
立．この中で

Xe「xes軍中のArab

の武将に雷及n

Greek文献中での

アラブ人雷及の初
出．

c．430　Herotodus

（484－424）の

ナ　バ　タ　イ
Petra！
　　　Nabataeans

北　ア　y　ブ
North　Arabs

この攻撃にArabs
参加（Xenophon）

Achaemenid
Persia成立、

525Cambyses

（Ac益aemenid

Persia第2代）

Egypt遠征途上で

Arabia諸部族と同
呈豊．

この頃Darius　I

l（521－485）rA・・b・

；はPersiaに屈する

ことはなかった」

（｝lerodotus）

『d
l
l

l
l
l
l
緩半エジプトの
ミ

に認畿盤u
Aramaic碑文，

lQedar部族の王に
3

マ　　イ
　　Ma‘in
ン1サ
　　　　　　　　　　　　 1

　　　バ
Saba，

ア　ウ　サ　ン
　，Aws衰蹴

力　タ　バ　ン

　Qataban
ハドラマウト
Hadramawt

一千年紀前辮最宵
のSouth　Arabian
碑文年イー｝li　（1＿」．

Gelb）

1

後畢De甑亘駐留開
始（W・…・）・少く1　m・li・）一・・…

ともWaqah，il　　l

§噛趾その剥

isC初最古のSouth
Arabian碑文年代
（ギリシアの影響，

」，Pirenne－

Beestonによる）

I

Ic．450より　］［〈arib’il

E

Watar（最後の

mukarrib1最初の

Abkarib　Yatha‘王l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 f

AwsEnの初期年代15C首都Ti斑na‘
不明，東アフリカ
との交易で繁栄．

この頃最後の王
Martawa

「一…nd’“’un…

伽＿）の棚ポ
建築靴　　　l
WEdi　BaihEnの中1

雌鷺墜罐1
｛れは使用中）　　l　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　 I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i



這
o
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古代オリエント
Ancient　Near
East

1－listories成立（474

年の記述で終る）．

アラブへの欝及多
し．

描
　　パルミmラ
　Tadmor！
　　　Palmyrenes

ナ　バ　タ　イ
Petral
　　　Nabataea】臓s

1110Assyriaの
Tiglath－Pi｝eser　I，

西毎して

Aramaeansとの戦

いでTadmarを破
る．

c．950　Solomon，　荒

野にTadmorを建
てる（II　Chr　8：4，

恐らく　Tadmor　＝

Tamar）しかし少く

とも歴代誌作者の

200BC頃Tadmor
は外国にまで知ら

れていたことにな
る．

4C前半以降400年
以上South　Alabia

と地中海を結ぶル

ー ト上の重要都市
となる，

北　ア　ラ　ブ
North　Arabs

言及．

5C後斗三　工．ifPyEnite

碑文（a王一‘UIE）r3C

後半，

Laianitai

（Agatharchides）1

Lechieni（Plinius）

c．500よりArab遊
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

牧艮が周辺より流1

入し定着．

この頃Arabian
Gulf入口の

Charax　Spasiniを

Arabsが支配．

マ　　イ　　ン
　　Ma‘in

の統治の聞存在（こ

れらの王の年代を
Albright，

Ryckmansらは
3－2Cとする）

c．400マィン王国の
始まり（Albright）

ハドラマウトも支
配．

サ　　　バ
　Saba，

c．41G　Karib，il

Watar，　Aws琶nを

征服．

ンバ

砿
　
松
タ
a

　

Q
カン轟畜ア

器鞠1；ま憶黙撰無鑑灘至

に，中央部はQata一を支配．　Qatab灘

鴇認野酬雷醐顯状
捕わる・　　l
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　l

1

c，350最盛期，

ハドラマウト
Hadra燃awt■　　　　　　「

この頃Ma‘inの支



パルミュラl
Tadmor！
　Palmyrenes　l

輔。9．。函，｛養。。猛。募

お
り

300

330Darius難1，
Alexander　the

Greatに破れる一
Achaemenid
Persia滅亡．

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　 t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

343アケメネス朝　l
A…xerxes　O・h…l

Egyptを攻撃。　　β34　Alexander　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　Greatの遠征（－322）　　　　　　　　　1轍節を送らな、、

　　　　　　　　　トたのはA・・bの

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に

｝によりアラビア半｝を撚した（Li・iu・1

1島を周麟させる　　　　　　　　　lPlinius）

臓贈の厩臨
1・．312・P・t・a，　　hnJ部はPt・1・m・i・・

1　A・・ig・n・・（シリァRi，他1ま・An・i・・hu・

ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

；でのアレキサンダ昌こついた］
1－a後継者）の軍に1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

抵抗・　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1、c末。噸ま耀
1牧生活，しかし交易

｝3醗濫黙。膿蹴諜

に従事し，裕富だっ1

た．　　　　i
、（Di・d・…S…1・・l

l［80－29BC］の　　1

階畿副
一一
｝

c。300　Tadmor，

Seleucid　Empire

の支配下に入る．

マ　　イ　　ン
　　顛a‘搬

サ S・b・’ノN“ i・タバン Q…ban　　ノ温論認建

c．343Abyada‘

Yatha‘三E　（RES

3022－Winnet）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

・・320D・d・・での駐；

留胴始（Pirenne）l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ

一汁一…曲…醒…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

OkelisよりAbyani配下．
まで支配．　　　1　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛

3CS。b。・，Q。，。b。。1

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　ず

耳a¢ramawtと同疇｝

代（Erat。sthenesに1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

よるs七蘭 鱗
285Saba’と戦って
破れる（Yatha‘一



蝋臨蔽｝ ナ　バ　タ　イPetra！
　　　Nabataeans

2〈雲7　Part】窪呈a

（Arsacid　I》ersia）

成立．

北　ア　ラ　ブ
Noτth　Arabs

冨
O

20D

2C　　Eu（10xus　of

Cyzicus，　Egyptよ

りIndiaまで航海

一モンスーンを利
罵．

この頃South　Syria，

Lebanon，　Upper

Galileeにアラブ部

族のItureansが活
撰撮（Gen　25：15，　I

Chr　5　：ig）m＝

Ituごaea

217Raphiaの戦い

でArabは
Anthiochus　IIIに

つき，Ptolemaios

IHに破れる．

1205／204Antiochus

III，　Arabian　Gulf

の岸にあるGerrha
に遠征．

c．169初代のヨ三

Aretas　I（Haretat，

1｛aritat，　al一砺rith）

NegevのKhalasa
出土ナバタイ語碑
文

ユダヤの大祭湖

器謙擬i
露piphanesの手よ
り‘Aretas　the　ruler

of　the　Arabs，の元．

に逃れるが，ここも

追われる．

（2Macc　5）

167ユダヤの

マ　　イ　　ン
　　Ma‘in

く）

3C前＊最盛期
この頃Dedan駐留
（Doe）

サ
　Saba’

バ
カ　タ　バ　　ン　Qatabゑ盤 ハドラマウト

Hadra磁awt

，amar　Bayinの頃
？）

ヒ　ム　ヤ　ル
　耳imyar

＿＿
lYada‘，ab　Dhub　En

ヨ　
ウじ来王諏nyarは
lQ・磁・の耀下，

陵タバンの月神
‘Ammの子と称し1
ていた．　　　　　1

1首筏都Zaf蕊r
ヨ　　　　　　　　　　　　　　ゆ
ヨ

i鯛1名‘Amm

i

l2C　Mukarribの

、　　　　　　　　y
lb，§ahrの頃，既に｛

失地面復．ヒムヤル

の台頭後王を自称
　した？



パルミxxラ
Tadmor！
　Palmyrenes

131
104／103ハスモン家

のJudah　Aristobu一

王us　王　（104－103）　1ま

Itureansの領土を
奪い，　ユダヤ教に

改宗させる
（Josephus）

魂蛾孟義熾孟孟話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡

lfifi

Hasmonean　revolt，

反乱指導春の

lMattathiasの息子
睡J・h・d・h（166－

i160）とJonathan
（160－142）の時代，

Petraは彼らと同
盟してSdeucidsに
反抗．
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　I

c灘謡認，即i

工£rotimus）－c。96

この頃Gazaと同
盟，ハスモン家の

Alexander　Yannai
（103－76）　書こ文重抗．

ガザが攻撃された

時アレタス2世救
援せず．

c．96その子Obodas

マ　　イ　　ン
　　Ma‘瞼

サ　　　バ
　Saba， ㍉舗訓㌔妾誌ン ハドラマウト

Ha6ra憩awto　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

、、5撫う一。。1。噸。り後期サ，く

ヤ、、の纐と調鋼．

？　　　　　　　　1
　°　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

ll811151109ヒムヤ1

ル紀元一ヒムヤル「
の台頭・　　　｛

（115に従う者多い）｛

　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　l

　　ト2C末ヒムヤルの台
　　厩こよ囎権を失
　　1う．

．＿＼＿一＿．＿…＿一．t－一
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パルミxxラ
Tadmor！
　　Palmyrenes

ナ　バ　タ　イ
Petra！

　Nabataeans

北　ア　ラ　ブ
No欝th　Arabs

1朧証紬l
l‘Ul）aydah）－c．87

1　　　　1
9319G　AIexande・l

Yannaiと戦い，ユ1

、ぐ耀認歪淵
ヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鑑

c．87　Rabel　I

（Rabbel，　RabiloS，

RabilUS，　Rabb’i1）

岡年Aretas　III

Philhe11en・s即位

（Obodas　lの子）－62

最初のコインを作
る．

85セレウコス朝
Antiochus　XII

DionySuSを破り殺
す．

84セレウコス朝よ
りDamascusを癒
う（－72＞

72紙海進出を狙っ

たrc一マの将軍
P。mpei。、（106－48）1

職撃さtLe齪を1

結ぶ・　　　1

1この頃Pontus王の
i

賊ithridates　VI（c．

120－63＞，　Rome　l・こ

挑戦する（88－63）．

　この時Arabsはロ

ーマ側につく．

ミ

1C　Saf翫itic研ユ文

一AD　4C

サ　　バ　　Saba’

5以降’llyafa‘Ya獣r

II（最後の王？）－

QatabEnのSahr
Yagul　Yuhargibの
属王．

l

l
　　　…　　　　　　一…1

ヒ孟・憲・ル｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ

カ　タバン　ハドラマウト
　Qataban　　　耳adramawt

1

i

f
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パルミrmラ
Tadmor1　　　、
　Palmyrenes　l

1　ナ　バ　タ　イ
Petra！

　　Nabataea簸s
l

i65ハスモン家の内
コ

1紛で兄RyrcanUS　1I

lと協定を結び

整鷺犠
i

北　ア　ラ　ブ
North　Arabs

督Scaurusの介入
で撤退中に弟
Aristobulus軍に追

撃さる．

　　　　　　　　　65　PomPeius・　Pet「a

　　　　　　　　　・征眼に出かけるが，

64Pompeius，　Syria　Judeaの内紛で引

に遠征しAntioch　返す．

を併合し，m一マの1

…州とす・ i

63Pompeius，
Jerusalem占ma　＝＝

end　of　Hasmone－

ans．　ltureansは領

土回復，　後　Seleu－

cids後の空白に繭
家を築き，～蒋

DamaSCUSを包囲．

62ローマの総督
Scaurus，　1》etra　攻

繋するも成攻せず．

62繭王の子Obodas
王1（－56147）銀P位

56！〈塾7　Malichus　I

醗慰歯瑠ich°SI

64　Seleukos朝，

Pompeiusに減され
る．　この時Arab

はRomeに敵対。

53第1回3頭政治
の1入Crassus，

Carrhaeの戦いで
parthiaに破れる．

サ　　　バ　　　Saba， ヒ　ム　ヤ　ル
　耳imyar

カ　タ　バ　ン
　Qatabftn

ハドラマウト
耳adramawt

1
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パルミュラ
Tadmor！
　Palmyrenes

51　Parthia，　Syriaを

占領．

44最古の年代を持
つpa！myrene碑文

42／41Marcus
Antonius，　Tadmor

を襲うが住民既に

逃走し，空しく退却

（アッピアノスのロ

ーマ内戦史第5巻）

38Antoniusの武将
Ventidius，シリア

よりパルチアを追
放．

ナ　バ　タ　イ
Petra！

　　Nabataeans

北　ア　ラ　ブ
Nerth　Arabs

48－30　Egypt｝こおけ

る最古のNabata－
ean碑文の日付．

（E．Littmann，　No．

81）

i51　C「assusの後をつ

47詞王，Caesar、援1
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　】

助のため

A王exandriaに騎兵
を送る．

41　Parthia，　Judea　l・こ

侵入し，Malichus・1

はこれに服従．

32Actiumの戦いで
Antoniusに援軍を
送る．

3、D、。d。，u、S、，。1。、13、　M。，i。、。、、，

　

　

あ

　

　

及

㎜
立
雷

出

成

の

痴

餓

へ

沁
。

n
β
b
。
曲

　
　

　
　
ゴ
　
　
コ

の

垣

A
り

l

lHerodと戦い破れ
1る．

30その子Obodas
III（－9）艮口位．　宰季屠

ζま　Sholi（Sy王laeus1

いだCassius，

Parthia　を破る．

これらの戦いで

ArabsはRomeの
側につく．

サ　　　ノN“　　　Saba， ヒ　ム　ヤ　ル

　Uimyar
力　タ　バ　ン

　Qataban
ハドラマウト
Hadramawt
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パルミュラl
Tadmor1　　　，
　Palmyrenes　l

1・鰍姦副焔孟・ls

6Strabon（64－AD

24）のGeography

第1稿完成、Arab
への言及多し．

3一

Syliaios，　Su王lai）　在

位中KerQdと戦い
破れる．

25124Augustusの
命によるエジプト
総督Aelius（｝allus

のアラビア遠征に
名目上協力．

c，18この頃より

R・meは内政に干
渉し始める．

9Aretas　IV
Phil。patris！

Philodemos（－AD
40）最盛｝導塞．

・c・30ElegrE（a1一

耳igr，　Madd「，in

＄Elilj）に進出，碑文

を残す．

？Aretas　IVの部

下，DamaSCUSで
Paulを捕えようと
する．

（2Cor　11：32）

25／24Aelius　Gallu

のArabia遠彼，ユ

ダヤのHerodは分
遣隊を送る．

サ　　　バ　　　Saba，

25！24Aelius　Gallus　25／24　Aelius　Gallus

の遠征に関する　の遠征軍に対し
Strabonの言己述中，王1asa「os（＝，ll§a「ab）

首都Qarnawuはな　がMariabaを守る
し．しかしPlinius（Strabonによる）

（vi，32）によるとこ［Beestonによれば

の時ミナ人は繁栄Saba’のMariaba
していた．　　　　でなくal・‘Abrの古

　　　　　　　　　名？］

ンバ

埆
　
捻
夕
a

　

Q
カル羨ム

㎞㌔
ハドラマウト
Hadfamawt

この頃ギリシア人
Hippalus，インド洋

上のモンスーン「ヒ

ッパnスの風」の秘

密を知る．以降対イ

ンド交易の南アラ
ビア独占は終る．

l　　　　v
lこの頃Sahr　Yagul
隠濫鶴（malik！

1

m
h
．

1

ヒムヤルの進蹴で，1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ

海燦交易の支配を1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ

失う．　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E
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蓋蜘轟郵・姦臨温
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　i39．A「e‘a・IVの娘

　　　　　　　　1を妃としていたユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

37？旧関税法威立．1ダヤのHerodes
　　　　　　　　l　A・tipa・（4BC－AD

　　　　　　　　l49）がs妃に不義を
　　　　　　　　1鋤き，彼女はPetra

に戻る（32）．そこで

Aretas　IV　彼を討

つ。

1411乞獅M齢鵬

1この頃紅酬獅の

lLeuce　Come港に
ミ

1‘Malichas，王の蟹
1備隊がいた．

！（Periplus　19）

67ローマのTitus
帝のJerusalem攻
撃に軍隊派遣．

171前王の子，最後の

王Rabel琵Soter
←106＞

c．　89Negevのl
lAvdat（Oboda）出
　

1土ナバタイ語碑文
1の年代←126）

；93－99購の
1

北　ア　ラ　ブ
North　Arabs

77　　P王i！ユius　の

Historia　Naturalis

成立。北アラブとし

てNabataeansと
Qedar族を挙げる．

サ　　バ　　Saba’ ヒ　ム　ヤ　ル

　Himyar
力　タ　バ　ン　1ハドラマウト

Q・t・bRn　l9・qram・wt

　　　　　　　　l　　　　　　　l
　　　　　　　　！　　　　　　1
申頃The　Pe「iplus　l1C噸以前　　｛
・fth・E・yth・a・an　l　l：limya・王，　Kingl

Sea「エリュトゥラlof　Saba，＆P覇　1

一海案内記」　成立Raア磁nと称す．

（異説多し）　　　汗サバとヒムヤルの

　　　　　　　　1連合国家」形成一

この頃より南アラ13C末
ビアの碑文中にべ　　　　　　　　1
ドウ、ン（‘・b！’・・b）1　　　　　｛

　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

への言及が出現．北l　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
アラブ系入名も塒　　　　　　　1
加．　　　　l　　　　　l
　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

77P王iniusの　　　l　　　　　　　　　　l

Historia　Naturalis！　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　】
成立，南アラビアのl　　　　　　　　l

謎多u　；　　　1
1C　　（Plinius）　Pvlinft．　ei　IC　（？lixユius）　Sabaei　llC　（Plinius）

　　　　　　　　　　　　　　　　　滋。meritae

1首都孝af蕊欝

1C（Plinius）

Gebbanitae僧都

睡・姻
i

l
I
ミ

l
l
l
ミ

11C　Atramitae
｛

（Plinius）設

Ch翫tramotitae
l（£・at・・th・n・・）一

ミ
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パルミaラ
Tadmor！
　　Palmyrenes

1ナ　バ　タ　イ
lPetra！
l　　　Nabataea筑S

告・孟扇・副
サ ノs Saba， ル羨ム

㎞㌔

l醒一i
力　タ　バ　ン
　Qatab2n

ハドラマウト
Hadra恥awt

lG9

123　Hadrianus帝，

Palmyra訪問．

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　

IN・・h・田・…趾1

悔ナバタイ語・畷
しレス年代．　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

lg4195　Damascus付｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1近出土のナバタイ

濡礁の靴．I
l（CIS王1，161）　　　　1

≡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡

｛　　　　　　｝
1　　　　　　　、
L＿＿　　　　　；

129f130　Hadrianus　l＝ボスラ紀売況年

？almyra再訪一
Hadriana　Palmyra，1／Bostra　lこ移る）

以降最盛期。

137　新関零艶法成1置．

165Lucius　Verus
帝， Dura・Eureposl最後の直蟄資料

　

襯蟹臨，1

糖aをの窺認
iA・・bi・とする一

お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1（州都が後にB噂躍
1　　　　　　　　　　　｛
；　　　　　　　　　1
涯現代のIliuxs・ayti　ti

lBedouinsはナバタl

lイ人の子孫l
l

l　　　　　　　　ミ
1131　1－ladrianus，
ミ

lPetra訪閥，コイン
kc　Adri…　　｝

lM・t・QP・1i・　　　l

l　　　　　　［
1148Bu§rTd出土

隠蹄：1灘漿1

1

　　　　　　　　　　　　　｝Sap王）har・rrSephar

この頃・ll9・ralj　l（G・n・le・30）

Ya転¢ib三E　　　　　　　l（RaydEn城）

（Markad・m族），1

ヒムヤルと戦う．　1

この頃M駐ribの伝1この頃Pamar‘ali
統ヨ三朝，ヒムヤルと；Yuhabbir王，

戦う．　　　　　　1との戦いに勝つ．

と

l
l

l

江CWaraw’i1

§

1貨幣鋳遺
1
§

lGhaylln　Yuhan‘iml

I

lHaz＆rmaweth
ほH，b．）

1

　　　　　　　　　　　　　1・…一…§・h・H・1・捲Q…’一・…

　　　　　　　　　　　　　lYuhagbid王，首都；（Peri王）lus）

　　　　　　　　　　　　　津…‘を嚇され油卿h－M・if・

　　　　　　　　　　網w繍耀1

：一一一～t－一一一一一一一一一tl－一冒一ゴ削．触削一げ一tnv－一一t－－tE－一．＿．一．曲．．ゴゴ．ゴゴゴゴゴゴ．tt－…・t－tWWt－一．一．一一ゴ．一一一

飾Sh・bw・・＝

lSabota（Pl三nius）躍・

lSabbatha（Periplus＞

この頃Wahab，ii
Yah｛iz王（王3ata‘

族），ヒムヤル三E

Damar‘ali

YuhabbirをMaribl
より撃退．

噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1しかし，直後に　紘の頃前王の子
lSaba，のBa・　ta‘族王l　Naba㌻　Yuhan‘im，

1朝Wahab’il　Ya嫡zi首都を購に移す・

1により撃退さる・　l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　 I

l　　　　　　　　　l
；　　　　　　　　　　　1
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　この頃サバの　　l

　　　　　　　　　　　　　　Gurat族王糊　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　1：laqramawt　EEのl

　　　　　　　　　　　　　　Yadaσi1や　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　Q。t。励王の　l

　　　　　　　　　　　　　　Nabatとpstう．　　　1

2C中頃Ptolemy　この頃Hamdan旋この頃Sammar
Geography（vi．7，　王朝の‘A1嫉n　　，　　　　　，

23）でミナ人に雲及Nah餓nがSaba’を1を占領．
（先人の記録による）統一．　　　　　　1

lY。h。，・i§王M。，igY。d憂・iI

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
l

　　　　　　　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
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I

この頃Saba，の　　瓢の頃Yada‘，il王，

、G蝋族瑚麟S・b・’のG・・at族

1う・　　　陣と戦う・
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
ミ　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

l　　　　　　　l
l　　　　　　l
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

l　　　　　　　　l
廟恥・鰍の獅・…i・il・EE，
　　　　　　ff三に筏服l　Qatal）Enを復三月浸・

される．　　　　l　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
l



パルユミラ
Tadmor！
　　Palmyre鍛es

繍
c
◎

を征服．

193　Septimius

Severus　（－211）のi｝寺

半属州状態。

2GG・

ナ　バ　タ　イ
Petra！

　Nabataeans

190　Sinai（Wadi

Mukattab）出土ナ

バタイ語碑文．

（Eutin9463）

ラ　　フ　　ム
Lakhmids

北　ア　ラ　ブ
North　Arabs サ　　バ　　Saba，

ル羨ム
㎞㌔ ハドヲマウト　1類麿amawt

この頃1｛adramawt　i

1

l

のYada‘，ab

Ghay抵nと岡盟。

又Aksumの
Gadarat王とも『司
盟．

この頃Sa‘ir，Awt鋼この頃Saba，の
蕊Abyssiniansをl　Sa‘ir’Awtar三ffと

追撃し，その後　1一晦的に岡盟した1

　　　　　　　　　、　　　　　　　　　1
る゜　　　激ySS’niansは撤1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　　　1　　　　　；

岡じ頃Gurat族王1この頃Saba’の
朝の兄弟，11ζar晦lGurat　EE朝に

Ya厨ibとYa‘zil　l　Maribより追放さ

Bayinが耳imyar　lれる．

を國内より追放・l　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　
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　 I

この頃Yada‘，ab　Ghaylffn　l，　Saba，の

‘Alh欲聾ahf灘及びAksumのGadarat
王と縄盟する．

耳a4臓mawtを攻め1ため，国内より1この後，首揮をShibamに移す．

この頃，ll‘azz　U三の時，　Saba，のHamdaR

族ヨ三朝Sa‘ir’Awtarに首都Shabwaと

Qana’港を攻められる．
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パルミュラ
Tadmor！
　Palmyrenes

ラ　　フ　　ム
Lakhmids

ミ
12・・Si・。i（W。di

lMukattab）出土の

ナノ・eタイ語碑文年

1代（Euting　457）・

1

｝31輿聾鴇

　りal一琴irahの晦を

築く．最初の指導餐

腰｝鳩謝劉
1る）・

l　　　　v
｝？その子G罎imah
｝・1－Ab蝋A・d・shi・

lIの臣下となる．
l
l

キンダ北アラブ　Kindah　　　　North　Arabs

226　Sasanian

Persia成立
（Ardashir　l卜240］）

c．230　A王exander

Severus帯，

Palmyra訪問．

257ササン朝の

　

　

語

’

司
ロ

ー
琶
a

　
エ
　

㎜
謙
驚

訓
輪

50

㎜
土

2
・
G
出

C

Shapur王，　Antioch　l碑文（CIS　192）

を占籏，　　　　　　1「これはTan貰kh部

26。楠磁轍潔論鵯曽
EdessaでShapur　Fihr　b，　Sullayの墓

1に捕わる．　　　石である」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

2611263Palmyraの13C後半South
Odaynath

（Odenathus　：

iA・abi・のA・螂

1族，ユーフラテス下
｝

1

211葡帝の子
Caracalla（198－217）

とGeta（209－212）

1共闘統治潜として
立つ．共にJulia

Domnaの子．後
IC・・a・al｝・はG・t・

1を殺す．

lS，＿、（222．235），

218Elagaba・　lus帝

1（－222）とAlexande

f

共にJulia　Domna

の妹Julia　Maesa

の孫．

1244　…lip。、A・abus

帝←249）即位．シ

リア人でシリアに

ブイリッポポリス
を建設，貨幣にバー

ルベック神殿を刻
む．

サ
　Saba，

バ ヒ　ム　ヤ　ル
　耳imyar ハドラマウト　翠adramawt

ゆ頃Tha‘arEn
lYa‘亘b　Yuhan‘量m，

lHadramawtの
1，ll‘azz　Yalif　llの

即位式に使節を送
1る．

1

1

中頃，il‘aZZ　Yalit　IIの郎位式に耳imyar

の王Ta‘ar伽Ya‘曲Yuhan‘imの使節

来たる．HindとPalmyraの梗節も来
る．



竃
◎

鵡臨二副ラL・k孟・・許 ブ
s
　
舶
ラ
億

ア

曲
北
E

ダ　
曲
ン

磁
　
磁
キ

Udhaynah）　M，寵進出し。…

Shapur　1を破り　廷駈ahを占領．　　l
Ctesiphonまで遍　TanUl〈h部族と　　1

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　ミ

う．　　　　　　　lAzd部族は同盟鱒
Gallienus帝，父の1係に入る．

締凝れ纒翻藷鵬1

鰹撫骸磁凋
える・　　　l　　　　l
　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
263　Neo－Platonic学1

派の哲学者　　　｝
L・ngin・・アテネよ1

り来たり，王妃l　　　　　　　l

Z…b呈・の教自謙l　　　　　l
助諸となる・ l　　　l
2畿識∴　　　l
dux　Orientis「東方

畷制とさる一　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
1

266！267　Odaynath　l266　．Egypt　｝こおける；

とその長男14im列最新のNabataeani
（Emesa）で暗殺さ1碑文（E．　Littmann，

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　ミ

る．　　　　　　　　INo．46a）．

その子W・hbAll・tl　　　　　　l

（Athenodorus）即　267耳e暮r蕊出土

位，母Z・n・bi・　N・b・臨n謝野三文1
（Bath・Zabbay，　a1－　1（JS　nal）17＞，　古参爆

z・b賦z・蜘展北アラビア語に近l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

サ
　Saba，

バ ヒ　ム　ヤ　ル
　耳imyar ハドラマウト耳adramawt



同
鳶

パルミュラ髪
Tadmor！
　Palmyrekes

ラ　　フ　　ム　　キ　　ン　　ダ
Lakhmids　　　　　　K量ndah

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

政となる，「東方の1い．1行の

女王」　　　　　　Thamudic語を併
　　　　　　　　1う・

？B・§・ah（ロー謂

のシリァ州州都）征1267！268Sinai出土

服，

269Zenobia軍，

Egyptに侵入．

1のNabataean語碑
1文最後の鮒．

270〆27王A王exandria

占繧，患子は「エジ』

プト王」と称す．

樗箪Zabbayと
Zabda．

272！273　Aurel｛anus

帝，将軍Pr・bUSを
エジプトに送り回1

復させる．自らはシ

リアに向い

Antiochと　Emesal
でゼノビアの将軍1

・・bd・を泌．　l

Palmyra包睡されl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

Zenobiaは脱出し，

Euphrates渡河寸
萌に捕わる．

273Aurelianus退却

後Palmyra再度反
乱し，破壊さる．

通説ではZen◎bia

　　？Gadimah，　a｝・

ZabbE’（Zenobia）

に謀殺される（伝
承）．

？繭王の妹の子
‘Amr　b．‘Ad1　b．

Nasr　b．　Rabi‘ah　b，

Lakhm　（爾アラビ

ァのラフム家）王位

につく．

277ササン朝
8ahram　ll，　Mani

北　ア　ラ　ブ
No∫th　A．rabs

サ　　　バ
　Saba，

ヒ　ム　ヤ　ル
　耳imyar ハドラマウト　翠adramawt



噛臨二義｝ ラ　　フ　　ム
Lakhmids

はローマで郊金を
貴い余生を送る．

325Marinos〈bishop
of　Pa王myra），

Nicaea会議壱こ出
席．

6341〈harlid　b．　al－

Wa1羅将軍の包囲
の後，Tadrnurイス，

ラムに屈する．

を処刑するも，アム

ル王はマニ教を保
護．

キ　　ン　ダ
　Kindah

北　ア　ラ　ブ
North　Arabs

ン

S痂義ツ㎞
ガ
G

｝

142

3C馨ミ　South　Arabia

のal－Azd部族の
（｝hass琶n支族カミ」ヒ

　　　　　ソ
上し，　Gawはn（ゴ

ラン）高原のal一
ソ

Gabiyahなどの周
辺に定着．

〔移動の1鑓にキリス

ト教に改宗してシ

リア化，　Aramaic

採桐（2言語併用）］

399－……一一…一…一一

田常語はA・。b三，，13C轍M・IEwiyat

文書1まSyriac］

｝

b．Rab1‘at王碑文

1と‘lgl　b・Haf‘am

碑文（Qaryat　al－・

F蕊w出土）．

＝南アラビア文字
で二比アラビア語を

表記．

サ　　バ
　Saba’

ヒ　ム　ヤ　ル

　Himyar
ハドラマウト　耳a¢ramawt

3C末Sammar
Yuhar‘iζ1王1，　Saba，

のMaribを再征
服．　1：lagrarnawt征

服．Ab＞・ssiniansの・

援脈Tih、m。に1

も出陣　tking　of　i

Saba，＆Dhtt　　　　l

RaydEn＆
Hadramεしwt　＆

yamna’（サバ王！1

と呼ばれている）

［Lakhmのlmru，

劣鰍隣代のi

3C末Sarall’il王とRa聴ams王の時
HimyarのSammar　Yuhar‘1融王1に征
服され，略簿される．

以降，数回攻撃を受ける．



富
ω

ガッサーン
Ghassani（蓬s

ラ　　フ　　ム
Lakhmids

キ　　ン　　ダ
　Kindah

北　ア　ラ　ブ
North　Arabs

3段鴇th碁厩はi

M瓢wiyah

c．373夫の菟後

MEwlyah自ら軍を1
率いて，ローマと戦

いしばしば勝利を
得る．

395凹魍輌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

307a互一‘UIE拙土ナ1

バタイ語墓碑年代．ミ

（JS　386）　　　iこの頃K呈・gd・m・f

　　　　　　　　　　Kindah，，lmru，　al儒

328，lmru，　a1－Qays　Qaysの南征のため

王没す．　　　　　崩壊。

在世中NagrEnま　後，約100年隠南に
で遠征する．　　’1戻りSaba’

l
lc．　300最賓の

Arabic文字による
grae薮toii（Gabal

Rammで発見，　H．

・・1‘N・m軸酬←耳imya「）の支職

9　wws＆）lyで院欝1劉
北アラビア語を劇　　　　　1
記　　　　　　　1　［Kindah部族は苑
　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　l

Grimmeの購付）

1来耳曝mmawtの1この頃Sasanid

3551356最後の年代
を持つ　　Nabataean　　．

石卑二文　（！jegrE　？）

コ族部

［Ghamr曇i　Kindah

（Nagdの薦西，メ
ッカより2日），

B碑n‘Aqil（メッカ

とW。al－Rumma
の南のBaEraの間），

H嬉arの町々より
支配］

S置PUr　11（P買al一

AktEf），東アラビア

を征服．

ヒ　ム　ヤ　ル　箪i撮yar ハドラマウト寧aq「amawt

娃C淺畢Saba，（rw　llimyar）のべドウイン1

部隊の中にKindahの名が現われる1
（Sh　321Ja　665flr　32）　　　　　　　　　　　　　　1

この頃Constantine鷺（337－340）アljウ1

ス派の鷲教Theophilus　Indusを　　　l

Tha‘rEn　Yuhan‘im　IIの元に派遣，王1

入儒す．（Doeによる．　Hittiは356年l
Constantius帝の時とする）　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ；
当時Abyssiniaにはアタナシウス派司1
教FrumentiUSがいて活躍中．　　　　l　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　 　　　　I

342嗣榔。f。，とAd，。（と多分オマ1

一
ンのSohar）に教会建立を許される．l

c・　350Aksum（エチオピア）の王翫ana，｝巾頃耳imyarの支配下に入る・

キリスト教に入信．　　　　　　　　1

361以前Ezana王の軍，前進基地を残
し南アラビアより撤退．



ガ。サーンl
Ghass2”ids　l

ラ　　フ　　ム
Lakhmids

に分裂

4C末これより約
100釘三「絢Sa夏i与1

キ　　ン　　ダ
　Kinda難

1北アラブ
｝N°rth　A・abs ヒ　ム　ヤ　ル　難imyar

回
駆
森

墨鋤一…一一囁囁t”一　一一＋一一一一一一一t
一一一一一一

レー一一一一一一一一一一一一…一一

＄，llilj部族の　　　c・400　al・Nu‘皿En王5C初翠imyarの

Da露‘ima家，　　　（al－，A‘war，　c．　400－　Tubba‘

＄ヌriaに王圏を築き418），ササン朝の　　（篇，A滅karib

ビザンツの属圏とYazdagird　I（399－　’As‘adの子である1
なる・　　　　　　420）の息子　　　lI；lasanの異父ぐ母

5C後辛より　　　BahrEm　Gδrのた　？）兄弟にあたる旨

GhassE・id・が台頭1めに・1－Kh・warnaq警1噂Akil・1－

　　　　　　　　　　　　　　　　　M膿（＝王9・b－　　　　　　　　IC＃kを建てる．し，圧倒される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　‘mr　Mlk　I（dt　？）　　力翼1

　　　　　　　　翻臨d呪螂1レ欝課l
　　　　　　　　　　　　　　　　lで丑される（一・．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

5C御D・y・f・1－I
Bft，　rad・En（キンダど

の戦い）

476西ローマ滅亡

419上詑Bahr江mを1478）
Bahrvam　V←437）1＝Kingdom　of
　　　　　　　　ぽ　としてササン朝皇Kindahの再興掴
帝とする．　　　　　る．

騰蓄一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　騰難懸轍謬騰甥総

　　　　　　　　、餌腿酬霧綴ノ謹劉欝謹
　　　　　　　　　　　　　　　　　部族の始まり．
　　　　　　　　1・・78騨・没す・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ

c・400Tha‘rEnの孫，AbUkarib，As‘ad中央アラビアに遠征
（Ry　509＞，　Y璽ribを訪れてユダヤ教に改宗．　mlk　sb，　w¢ydn

w翼rmwt　wymnt　w’‘rbhmw笹dm　wthmtという覇曙を持
つ．

イスラム前最大の王。

449　？その子Sar晦’i1　Ya‘furの縛，　Marib　dam決壊し修理，

以後これを繰り返す．



ガッサーンGhass2nids
ダ　
濾
ン

磁
　
照
キム

s
　
姐
フ
㎞
　
欲
ラ
L

北アラブ　North　Arabs

145

c．49G　GhassEnids

ビザンツの境雰内

に定着し，その属麟

となる．

495HTdrith　王V　即

位，妃は耳環の
MEriyah

［Monophysite

Christians］

t

［Nestorian

Christians］

橋離劉㌢
瓶・蕊wiya　al・　　l

l6・w・は　　1

墜a競職肇襲

睡・勲h部族
垣は背きTaghlib部1

族のKulayb　W醐
に従う．　　　！
I

lc、490‘Amrと

lKulayb共に倒れ
1・・

1ス灘こ泌
l
i［Nest・rian（？）

　

lChristians】
l
l

l
T
l＿＿．

｝。噸より，，グ引

1ブ部族はヤマーマl

lより北上し・チグリ1

［ビザンツ側緩衝騨ササン朝側緩19tl　tw

　劉　　　　　　隊】
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　

sge－一一一　　　　・一一一一一一1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 mi・i…Z・・d・b．c・…その撫・・h

　　　　　　　　　（Arethas）王国再興1耳am訟とその子で
｝詩入の‘Adi（キリ，B・ghd・dの西の

スト教徒）が最初にlAnbarに拠る．
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　ミ

アラビア語を書いその子恥㌫と

15C末BasUs　War一バクル部族の老女
lBasUsに閣係する雌ラクダをタグリブ

櫓際の長老Kulaybが傷つけたことに
擁まる．
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1バクル部族：GaSSES　b．　Murrah
レグリブ部族・K・1・yb・b．・R・b・‘・hと

lMuhalhil
　

L　　　　　　　　－一一t　　　＿

Qu§ayyの死後，長男‘Abd　al－DErの「岡

盟蕾」a球滋と弟‘Abd　ManEfの「香料

をつけた人々」mu㌻aアァa撫naとが争う．

ムハンマドの時代まで続く．
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　 E
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　 E

た人の中にいる（伝Ma‘di　Karibがビ16C繭半H滋m（Qu§ayyの孫），
承）　　　　1ザンツを蝶．海「イーラーフ制成る．
　　　　　　　l　　　　　　l

メッカ

ヒ　ム　ヤ　ル　翠i魚yar

5－6C　Ta・　yyi’部族，　Kalb部族がアラビア北部に遊牧する。
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ガッサーン
（｝hass衰nids

502／503GhaSSEnids，

ビザンツのアラブ

属臨としてSalib

を圧倒す。

ラ　　フ　　ム
Lakhmids 1キンダl

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 Il　Ki・d・h 北アラブ　North　Arabs

1す．

1この頃Ma・da轍
1がアラビアにも伝
ミ

ゆる・

1

1502ビザンッと和約

tesとの戦いで援騨

送れず・　　　1
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　E

516耳圭myarと

Kindahの遠征軍に
攻められる．

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　 　　　　　1

503！〈5G5）Mungir　l503耳・・aを攻撃一

III　b．Mゴal・Sam蕊’ 1一時期ここを中心

蹴避盤、，、齢たイラクを支

敵めら轍走渇ラ。ムのM。ゆ，

灘餐、1講謄の聴
う一ササン朝の
Kaw蕊d王・£Phta｝i’1

この頃KaWEd　l，

Mazdak教徒に苦
しむ一これに乗

葺嘉畿瓢
ffる（Kindainter・

regnum）

．
n
g

5161i［imyarの中央

アラビア遠征に
Kindahも参加．

ラフムのMundir
IIIと戦う，

［璋rahでの詩の興隆及びKindahによる

1塒以上ものアラビア北’噸の鰍

512Zabad碑文（Aleppoの南東）
　＝the　oldestαasslcal　North　Arabic．

［，Ayyam　a1．‘Arab］

ヒ　ム　ヤ　ル　耳imyar

516　M‘dkrl）Y‘frヨE，

協力す（Ry　510）

中央アラビア遠征一南部の1〈indah

517／5工8のYfisuf，As‘ar　Ya亙‘ar　pU　NuwEs（IMasritq）即位，

ユダヤ教に改宗，

518Pff　NuwEs，キリスト教徒を攻撃一南部のKindah協
力す（Judaismに改宗）（∫a・　1028fRy　508）・　ZafarとMuzaの

教会を破壊しNa首rEn（細導者Arethas）で虐殺を行う．以
後N嬉昭nの別名は’UkhdUd「抗（あな）」（Qur’En　85：4）

となる．

523Abyssinia，軍を派造してくる（指揮宮Ary韻）
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ガッサーンGhassanids
ラ　　フ　　ム
Lakhmids

キ　　ン　　ダ
　Kindah 北アラブ蕪orth　Arabs

　　　　　　　　｝ラビア文字誕掘　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　l　　　　、　　　　｝
　　　　　　　　｛　　｝　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　1　　　　　　ミ　　　　　　1
5271529　」・・ti・i・nu・IS27　K・・v・d（QubEd）ミ　　　　　1

1（527－565），恥ithl王，　J・・ti・i・n・・1を　　　　　　1

…b・・6・b・1・・（・・騨・・　　19の頃M・・d・k教｛

’A‘raき・－569）を］三1　　　　　　　　　1徒を鰯圧した　　1

誌騨蝋灘轡噸｛騨1よ糊
phylarchとする．　I　　　　　　　　　l　　　　　　　　　l　　v

詩入の保護考とし15281529iMungirlll，1528t529琳rith，ラ｝528　Gabal　Usays碑文

て搬　　憶膿騨二享雛潔1庁C剛踊燃
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　 　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1はpoeticゐo痂を生み出し，　classical｛c．525ラフムのMungir　IIIの仲介で
iATorth　Arabicの誕生に質献。又恐らくlBas礁s　War終結．

淳・蝋ラフム）かA・b・r（キ・ダ）で・1

1後に殺される．

1－Kingdom　of　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

附磁ah滅亡・そ1
曙テの間で醐稽

l　　　　　　　　　　　　　l
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ト　　　　　　　　　　　　　　　l
i…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　］　　　　　ICt530ビザンツは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　耳imyar，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

531ビザンツと共に1531ガッサーンの｛Abyssinia・Kindah　c・　531　Muhalhil　b・Rabl‘ah没（最初の

ササン朝と戦い，そ

の援軍のラフムの
Munq圭r　1∬を破る

（Callinikusの戦い）

聖ith　ll酬鴨膿嘉，，81：黙1製濾贈騰樵
　　　　　　　　1対ササン朝岡盟をわる．

同年ササン朝　・訴える．

ヒ　ム　ヤ　ル　翠imyar

5255月Abyssinia王Kaleb　Ella，A§be与a（Hellestheaios，

Procopiusによる），ビザンツのJustinianus　Iの要請と援助

で7万の軍を送り来る．

Pu　Nuwas，騎馬と共に海に入り死す

瓢独立南アラビアの最後．

525秋琴imyar貨族Sumyafa‘，A§wa‘（キリスト教徒，

Esimiphaios，　Procopiusによる）が属王とされる．

＝＝Abyssiniaの支配

530属王殺されAbrahah実権握る．
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c
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ガッサーン
Ghassti織ids

ラ　　フ　　ム
Lakhmids 北　ア　ラ　ブ　North　Arabs

Catholic）Church．　l
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　I

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　l

544ラフム軍を破妖544ガッサーンの
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　く

耳irahを攻略する．1恥ritM工に耳lrah
　　　　　　　　　lを攻略される．
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　I
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　F

545耳置rith　llの王1545ガッサーンの

　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　1・・・…es・・即位・1

　　　　　　　　　1Mazdakを処刑す・lc・54G　I舞「ithの孫

，4、。ザ。ツの将軍1　　　臆縷巌眺

・・li・…u・と共に1　　　　鋤力を求めて
ササン朝と戦う．　l　　　　　　　　　　IConstantinopleの

　　　　　　　　　l　　　　　　IJu・ti・i・nu・・1の元

542恥i・h・IIの鶴　　　　　｝に行く力囎購殺

訟麗湛瀦　　　｝される（伝承），，。カを南。，。アのAbra、輝、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　攻める．M晦ammadの祖父‘Abd　al・派のJacob　　　　l　　　　　　　　　　i

B…d・…（…q・・1　　　　｛　　　　　M・雛・lib噸．伽Ab・ah・暉の残
al・Barda‘i，　Edessa）l　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した財宝により窩を築く．彼の頃，「フ
とアラブ入　l　　　　l　　　　　ムスの規範」砿める。
　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

隷狸t讐認　　　　　i
⇒J…bi・・S蜘l　　　　l
（0「th°d°x1　　｛　　　　　1

子，ラフムの
Mu超ir　II王に捕わその妻の狩猟中懇
れ殺される．

554　H蕊rith王工，

Qinnasrinの戦いでl　H譲h　IIに破れ，

1Jlarith　IIの王子と；

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　コ

1捕え，　　　　‘UZZE神殿

蹴鋸劉
i
l554ガッサーンの
き

1°

？Day　of　D麺is＆　al・Ghabrゴー‘Abs

部族の馬D的isとPub照n難1族の馬al－

GhabrE’との競馬で後餐が不正をする．

数十年後イスラム時代に入りやっと解
決．

‘Antarah　b。　SaddEd　（c．525－615，　キリ

スト教徒）は詩入かつ戦士としてこの戦

いに活躍．

ヒ　ム　ヤ　ル　乾｛imyar

5421543Abrahah，　Marib　damを修復（clR　541）

Abyssinia，　Byzantium，　Sasanid？ersia，　Lakhmids，

GhassEnidsの使節到来．

中頃Saa‘ぎに教会（a1－Qalis）建立される．　Zafarの司教

Gregentiusの頃．

この頃Fuqaアm部族の2名により＄an・ゴの教会汚される．

これを欝実にメッカを攻める．



謀
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ガッサーン
Ghassゑ鍛ids

醜醗
563　耳護rith王1，

Constantin・pleを

訪問．

ラ　　フ　　ム
Lakhmids 北　ア　ラ　ブ　North　Arabs

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　ミ
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
I

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
E

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
E

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　 I

568即th　ll・ユダ1

ヤ教徒の町
Khaybar番こ遠復三．

膿剛
その子㎞・酬
珊nδ即位．詩人
Tarafa，　a1・恥rまth

b．1－lilliza，‘Amr　b．16C後半抗争による

1〈ulthli　nらを保護．1弱体化でアラビア
　　　　　　　　旨ヒ・中部でKi・d・h

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1り，ljadramawtに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　睡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i568恥，。。徽（・＿。、唖。1．L。9。地方）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　、Classical　North　Arabic．　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　 　　　　l

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　l

569鵡王の子　　　』5691570‘Amr王，詩1

器塩姻、P歪茸議鷺聴mi
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　

位．　　　　　　　　　　　　　　　1

57GラフムのQd・・b置s

を破り】享irahを占

領し，焼く．

＝＝　‘Ayn　UbE9の戦

い　　　麟霊ンと戦i
　　　　　　　　　12人の三E子「白い人｝

　　　　　　　　　1たち」　　1

580Mundir，　　　580その子Nu‘mgn
Tiberius　IIに捕わ　III（Abミi　Q翫b簸s）即

れConstantinople　位．ササン朝に反乱1

1の地働獅くな

i饗甥1畿融，7。象の騨。。＿m。、生まれ。．

れる・　　　1　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　 1

騨uゆlv即1

？the　Days　of　a1－Figar「糾1聖賢漬の戦い」

と　ム　ヤ　ル　翠imyar

c．560Abrahah没し，その子王位につく．

この頃最後の南アラビア語碑文（第3四半世紀）－A，F．L．
Beeston．

6C後畢Marib　dam最後の破壊（Qur’En　34：12）

570Abrahahの子Yaksum即位

572その兄弟Mas「liq即位

5751576ササン朝Chosroes　I，細耳imyarの王子Sayf　b．

dhi・Yazanの導きで将軍Vahrlzの指揮する800の兵を送り

Abyssinia勢力を一掃一Abyssiniaの支配継り，ササン
朝のsatrapyとなる．



窃
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ガッサーン
Ghass盃獄ids

ラ　　フ　　ム
La】k】洩mids 北　ア　ラ　ブ　North　Arabs

に送られる．後
Sic三lyに幽閉され
る。

582i583　？その子

Nu‘m蕊n即位．反舌L

を試みるが
MauritiUS帝により
Constantinople

に送られ，捕われて

Sicilyに幽閉され
る．

“一一一一一・一一一一一一一

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

比たアルメ岬総1
）9　BahrEm　Ch議bini

を支援．　　　　1

（ラフムの王のう
　　　　　　　　　　　　　　　　　ち，唯一人のキリス、6C’b’mm　a｝・Gam琶1碑文（Bu§rEの南）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨ

ト教徒）　　　　　＝・Class三ca1　Noτth　Arabic。

詩人al－NEbighah

を保護．　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

59G　Khusrδ　　　ヌ590年代（Mu壌mmad　20才代）メッカの有力者，

（Chosroes）王1，ビザConstantinopleに行き，「王」位を貴う（伝承）

ンッの助力で反乱
を終結し，王位回1595Mゆamm包d，　Khadi言ahと結婚．

復

602Chosroes王1，

漁‘m灘王IIを捕え

る一end　of
・・kh磁・d　l

Kingdom　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　 E

　　　　　　　　；610磁uりammadン天使Gabrielの黄を閥く．

この後Tayyi，部旋
のlyES　b．　Qabl§a　l

c・61011｝tt　QErの戦い一ラフムのNu‘mEn　IIIの遺産をBakr

部族の族長H翫「が預かるが，Chosroes　IIが引渡しを要

求し戦う．アラブ側初めてペルシアに勝つ．

613－614ササン朝の
Ch・…es・II，　Sy・i・！（602－611）が支醇

敏めて　　1しかしササン朝の1？（Higrahの数年前）・h・D・y・f・B・‘・・h，　M・d…hのAws

Jerusalemと　　1総督も妊命された．1部族とKhazra鍾部族の間の争い．

DamaSCUSを占領．
この時GhassEnidsi［Druze族は臼らを1622　a1－Hi働ah聖遷．

も大きな傷手を被ラフム朝の子孫ど
る．　　　　　　1考えている！　　　l

　　　　　　　　l　　　　　l
629どザンツの　｝
　　　　　　　　｛　　　　　　　1

ヒ　ム　ヤ　ル　耳imyar

628第5代satrapのBgdhEn，イスラムに改宗．
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Ghass鋤ids

151

Heraclius　I，シリァ

をササン朝の手よ
り回復．

634Tadmur
（Palmyra），　KhElid

b．a1・Walidのイス

ラム軍の手に落ち
る．

636Yarm荘k川の戦
いでガッサーン最
　　　　　　後の王Gabalah　b・

al－Ayham，ビザン

ツの側で戦い破れ
る．

　＝end　of　Ghas－

S5nid　Kingdom

北　ア　ラ　ブ N◎rth　Afabs

i632　M晦ammad没す．

633耳irahの鰐，
Kh置1id　b．　al－Walidl

のイスラム軍に1爵
する．

643最古の日付を持っArabic　papyri（22　A．　H．，1）ERF　No．558／P．　Bero｝．15002），概にdiacrl£ical　dotsを持っ．

後イスラムに改宗
するが，しばらくし651end　of

て棄教し　　　　Sasanid　Persia
ConstantinoPleに　　　　　　　　　666イスラム後で最古の欝付を持つArabic語碑文（5th　M晦arram，46　A．　H。，　Na墓rEn北方のWEdi　Sabil，　Z　202）

行く。

一部はアナトリア　　　　　　　　6771678最古のδiacritlca王dotsを持つArabic語碑文（58　A・H・，丁菌f近くのSaisad　damで発見，　Z　68）

に行き，一部はキリ

スト教徒として留

まる．他はイスラ
ム化．



V． イスラム以前のアラブ関係歴史地名國

　　ズ1

　マ　　　＋鷺dessa
　　＼

Q

　

　

　　S　Y

　　　　　　R　I

　　　　　　　　　　A

階
　　　　　ち
　　　　♂

＋琴a彰撒
　　　手’　　A窮＄ur
　　　　、M

　　　　　’申

α1一葦畑溢ra

　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　G。誉簾で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

▽∵騨UD鱒
　　　　　　　　　　　　　　重

　　　　　　　　　　　　　・耳・調・・一亟繭da・i。畢鋤＞
　　　　　　　　　　　　　’←D・dan／D。y酬虹．・u・蕊）
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＼
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ω　北 ア 一
フ

雛rQP◎S
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十　Yaセhrib／愁ad工naれ

ブ

D
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